
お問い合わせ 「平成27年度 都産技研 研究成果発表会」 運営事務局　〒103-8548 東京都中央区日本橋小網町14-1
TEL 03-5644-7499　FAX 03-5644-7397　E-mail  sangiken@media.nikkan.co.jp

データサイエンス・アドベンチャー杯 優秀賞受賞！
平成27年度

都産技研 研究成果発表会
〈世界に勝つものづくりを目指して〉 都産技研 本部（江東区青海）

　都産技研がこれまでに実施した試験・研究等の成果や支援事例、連携機関等が保有する技術シーズや最新技術動向などを発表する平
成27年度 都産技研 研究成果発表会を開催します。今年度の研究成果発表会では、今年度の注力分野である「ロボット開発支援」や「金
属粉末AM（3Dプリンター）」、「中小企業の海外展開支援」などを切り口に、研究成果発表やパネル展示のほか、特別講演やパネルディス
カッションを予定しています。ここでは、2020年東京オリンピック・パラリンピック開催を契機に注目が集まっているロボット開発関連の
プログラムをご紹介します。
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事前登録制
参加費無料

24（WED）　　25（THU）　　26（FRI）
10:00～17:0013:00～18:00

平成 27年

研究成果発表

特別講演 パネルディスカッション

ロボット実演・展示

開発拠点見学会

6月25日（木） 6月26日（金）

6月24日（水） 13：10～14：10 6月24日（水） 14：20～15：50

ロボット開発セクター

産業技術総合研究所

首都大学東京

電気通信大学

芝浦工業大学

千葉工業大学

ヤマグチロボット研究所

神村 明哉

坂下 和広

武居 直行

田中 基康

松日楽 信人

平井 成興

山口 仁一

ロボット開発セクターの紹介

小型移動検査ロボットDIR-3（インフラ
点検など狭隘部を検査する技術）

人の水上活動を支援するロボティック
ビークルの研究開発
接地点の切換えを考慮したヘビ型ロ
ボットの多様な運動制御
RTMを活用した課題解決型ロボティク
スの提案

千葉工業大学未来ロボット技術研究セ
ンターのロボット開発

産学公金連携による「おもてなしロボッ
ト」の開発

※発表タイトルは変更になる可能性があります。

首都大学東京

首都大学東京

城東支所

ロボット開発セクター

ロボット開発セクター

ロボット開発セクター

ロボット開発セクター

山口 亨

久保田 直行

長谷川 孝

益田 俊樹

村上 真之　

坂下 和広

佐々木 智典

おもてなしのコミュニティ・セントリック・シ
ステム構築のためのソーシャルロボティク
スとソーシャルビッグデータ
高齢者のためのスマートフォン連動型ロ
ボットパートナー
1㎜の変位量を有する静電アクチュエー
タの試作

運搬ロボットの研究開発

USBを用いた機械制御システムのための
低コストな安全技術

都産技研のロボット開発事業の紹介

人位置・姿勢推定と音声対話によるユー
ザー移動ロボット間インタラクション・シス
テムの試作開発

ロボット開発セクター 森田 裕介 移動作業型ロボットのリスクアセスメント

ＶＥＣＴＯＲ株式会社 小山 久枝 ロボットにおいてデザインが機能するもの

　1階エントランスにおいて都産技研や連携
機関が開発したロボットを実演・展示します。

　中小企業のロボット開発を加速させるため、テレコムセンター内に各種試作設
備を備えた開発拠点を開設します。現在整備中の開発拠点をいち早くご覧いただ
ける見学会を開催します。※見学会は各日開催を予定しています。

『ロボットを用いたサービスイノベーション』
■モデレーター

■パネリスト
今堀 崇弘氏  日刊工業新聞社 事業出版部 副部長/ロボナブル管理人

宮下 敬宏氏 株式会社国際電気通信基礎技術研究所
 社会メディア総合研究所 ネットワークロボット研究室 室長

小西 康晴氏 株式会社ロボリューション 代表取締役
本田 幸夫氏 大阪工業大学工学部 ロボット工学科 教授 兼
 アルボット株式会社 代表取締役

坂下 和広 都産技研 ロボット開発セクター長

『コミュニティつくりから始める
 ロボットイノベーション
 ～社会実装アプローチ～』
佐藤 知正氏
東京大学 名誉教授／
フューチャーセンター推進機構
ロボット化コンソーシアム

詳細・お申し込みはホームページへ！

　ロボット開発関連のプログラム以外にも、さまざまな発表や講
演を予定しています。詳細は、ホームページでご覧ください。
　参加のお申し込みは、ホームページの他、FAX、メールで受け
付けています。
URL  http://www.tosangiken-seika.jp

株式会社システムクラフト 前田 政昭 T型ロボットベース（TYPEⅢ）事業化のた
めの量産設計

　この度、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）主催の、分析アイデアや分析スキル・得られた成果の優劣を競う
コンテスト「All Analytics Championship～データサイエンス・アドベンチャー杯～」の一般部門で、都産技研の職員
が結成したチーム（生活技術開発セクター 大平 倫宏ほか）が優秀賞を受賞しました。

専門家検索エンジンの作成と
活用事例のご紹介

受賞作品
「専門家を探せ！－社内に眠る人材を活用しよう－」 活用事例

　企業や研究グループ内等の問題解決においては、そのグ
ループ内で適切な知識を持った専門家を見つけることが重要
です。グループの規模が小さい場合は、事情に精通した専門
家を見つけることは比較的容易ですが、数百人を超える規模
になると困難になってきます。発表では、上記のような問題点を
解決するために、階層的タグ付け構造を利用しました。これによ
り、一人の専門家が複数の専門分野を持つ場合でも、正確に
検索を行えるようにしました。また、JSTが提供する科学技術用
語シソーラスを用いることで、検索精度の向上を図りました。

　都産技研本部の総合支援窓口では、中小企業等のお客さ
まから年間約1万6千件の相談があり、常時7～8名のスタッ
フが対応しています。迅速・的確に相談に対応し、顧客満足度
を高めるために、受賞した専門家検索エンジンを運用していま
す。 常時、相談窓口の職員が科学技術用語の追加・修正を
行い、最新の技術動向を反映させています。
　また、中小企業等との共同研究開発事業を推進しており、
今回のような検索技術の応用についても共同研究相手を募
集しています。

2014年度実用表面分析講演会
POWELL賞 受賞

　城東支所の樋口 智寛副主任研究員が東京学芸大学と
行った共同研究が、2014年度実用表面分析講演会にお
いてPOWELL賞を受賞しました。
受 賞 者　：城東支所　副主任研究員　
　　　　　  樋口 智寛　　　　　　　　　　　 
　　　　　 東京学芸大学自然科学系
　　　　　 文化財科学研究室
                教授　二宮 修治氏
表彰団体   ：一般社団法人表面分析研究会
発表タイトル：文化財科学のための
　　　　　 TOF-SIMS分析の試み
　　　　　－糊として用いられる膠について－

総合支援窓口では、専門家検
索エンジンを活用しています

受賞の様子

受賞した研究は、日本学術振興会の科学研究費助成を受け実施されました。

生活技術開発セクター ＜墨田支所＞　TEL 03-3624-3731お問い合わせ

城東支所　TEL 03-5680-4632お問い合わせ

平成27年度電機工業技術功績者表彰
優秀賞 受賞

　電機工業の進歩発達への貢献に対し表彰を行う電機工
業技術者表彰の優秀賞を電子・機械グループの上野 武司
上席研究員が受賞しました。
受 賞 者  ：電子・機械グループ　上席研究員　上野 武司
表彰団体   ：一般社団法人日本電機工業
受賞内容   ：太陽光発電用パワーコンディショナが発生させる電磁

ノイズの国際標準化に貢献し
たことに対し、表彰されました。
今夏には、この内容を盛り込ん
だ新たな国際規格CISPR11
が発行される予定です。

電子・機械グループ＜多摩テクノプラザ＞　
TEL 042-500-1263

お問い合わせ

受賞報告

ロボット開発
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